研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南寿の里「雲の家」　職　種　介護福祉士　氏　名　村山亜矢子

	期　　間　　平成２０年２月２８日　～　平成２０年　２月２８日

	出張目的　社会福祉法人楽晴会４０周年記念事業「グループホーム研修会」

	出 張 先　六戸町就業改善センター　　上北郡六戸町大字犬落瀬字前谷地12

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今回の研修では、六戸町の楽晴会で運営しているグループホームや介護支援センターなどの活動内容や、研究発表が行われました。他施設の運営や日々の活動内容を知るという事は、自分の施設の事を見直す面で新鮮に感じました。他施設の事を全て真似するのではなく、参考にしていき少しでも改善できるようにして行きたいと思います。

研修会

①「Ａ様を看送って」　　　　　　　　　松園グループホームスカイ　所長　鈴木眞理子氏

　　Ａ様→９０歳　男性　介護度２　入居期間H18年５月～Ｈ１９年７月６日

　　　　　入居前は精神科に入院。妻への嫉妬妄想がひどい為落ち着くまで入院となる。

　　　　　入院後落ち着いたものの、介護者が高齢の妻の為当グループホームへ入居となる。

　　　　　

　　入居当初→偏食あり。缶コーヒーやリポビタンを切りなく飲む。気に入らない事があると「ここはとんでもない所だ！」と叫ぶ。

　　対応　　→近くのスーパーに買い物に行く。

缶コーヒーではなく、薄めたコーヒーを飲んでいただく。

リポビタンは医師より「あまりのみ過ぎないように」と指示を出してもらう。

　　半年後　→食欲が減退。アイスクリームなら食べられる為アイスにて対応。

　　　　　　　体力減退、体調不良などの為、訪問看護を依頼し取り入れる。

　　　　　　　ご家族の面会時には笑顔が見られ、本人も辛いのを忘れるようである為、家族へ面会の回数を増やしてもらうよう依頼した。

　　週末期　→方呼吸酷くなった為、訪問看護師に来てもらう。総合病院への搬送を指示された為、入院していただく。入院から２時間後、死亡となる。

　　課題　　→結果的にグループホームでのターミナルケアとなった。家族や医療機関との連携が大切という事がわかった。“亡くなられる”という事を前提に接していた訳ではないので、嗜好品を制限していた（これはご本人の身体を考えて行った事）。「好きな物を食べていただけば良かった」という職員の後悔が残った。

②「センター方式を活用して」　　　　　はるが丘介護支援センター　所長　中川れい子氏

　　センター方式を活用しての感想

　　　良　い　点→1人1人の特徴が詳しくわかって良い。

　　　　　　　介護者の視点だけではなく、本人の視点で物事を考える事が出来る。

　　　不都合な点→書き込みが多くて一人の物を仕上げるのに時間がかかる。

　　　　　　　　　始めは良く考えて書き込めるが、量が多い為書く事だけに捉われて内容が薄くなってしまう。

　　　そこで、

シートは1年ごとに新しくしていく。見直しは３ヶ月ごと。変更した箇所は赤で記入する。

　　　ＣシートとＤシートを重点に記入していくようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という事を決め、センター方式を活用していく

　　　症例<Ｂ様女性・Ｈ20年1月8日施設入所>

　　　　・入所当初は頭髪も乱れ、服装も特に気遣う事もない方。何事にも意欲がなかった。

　　　　・Ｄ－1シートにて出来る事と出来ない事のシートを記入。出来る事から行ってもらうようにした。

　　　　・入所前の状態と服薬の関係にも目をつけて記入していった。

　　　　・下痢が頻繁にみられ異臭を放っていた。

　　　　・鏡を見ていただくようにした。

　　３ヵ月後

　　　　・おしゃれに気を遣うようになり、頭髪や服装の乱れがなくなった。

・できる事が“テーブル拭き”や“茶碗拭き”の為、依頼していった。やってもらった後は感謝の言葉を大げさに贈った結果、できる事が増えていった。

　　　　・他入所者との交流が増えていった。

　　　　・服薬内容を見直した事で下痢が減り、異臭がなくなった。

　　考察

　　　　・その方の、残存能力を引き出し、無理なくできることを見つけ、生きがいを持って頂く事が介護者としての最大の役割だという事を感じた。やってあげる事は簡単でも出来るまで待つという事は難しい。それをいかに引き出していくかが今後の介護者としての課題となる。

③「あなたの笑顔がみたいから」　　　　グループホームはるが丘　　所長　富田恵子氏

　　　　施設の概要

　　　　　2000年１０月３０日開設　　定員９名　　スタッフ正職員７名、非常勤職員０名

　　　　　　平均年齢81.5歳　　平均介護度3.2

　

· 日課はある程度決まっているが、入居者を強制的に動かす事はしていない。

· 1日2回ラジオ体操を行っている。（筋力低下予防、気分転換などの為）

· 食堂にテーブルは3台。1台に入居者3名、職員1名座り食事をする。

· 食事の片付けは基本的に職員はやらない。出来ない方は茶碗一つだけでも片付けて頂く。

· グループワーク（集団レクリエーション）は行っていない。

· 便秘予防やバランス感覚を養う為トランポリンを導入している。

· 徘徊にはとことん付き合う

考察

この発表は、ここの施設の一日の流れを紹介していた。物的環境は異なるが、方針や入居者様へ対する思いは、どこの施設も同じだという事がわかった。
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